
 

 

                     

               
                           

1年間の折り返し地点           

 10月6日には前期終業式、10日は後期始業式を迎えます。つまり学校の

やってくるということです。この時に前期を振り返り、後期に向けての準備をしましょう。「振り返

る」というと、十分でなかったこと、できなかったことを「反省する」ことだけを考えてしまうかも

しれません。しかし、できたこともあるはずです。そのことは自分の誇りにしましょう。また、努力

をしたけれどもできなかったことは、あと何を工夫すれば、できるようになるのかを考えましょう。

さらに目標にしていたけれども全く手が届かなかったことは、その

しましょう。 

 私たちは日々、夢や理想に向かって進んでいこうとします。その実現のためには、立ち止まって考

えることが必要なのです。折り返し地点となったこの時を意義ある時にしてください。

 10月末には、創立70周年記念学芸発表会、

ます。後期の良いスタートとするとともに、学校の記念の日を晴れやかにお祝いしましょう。

 

連合陸上大会  

 9月21日（木）、足立区連合陸上競技大会が舎人陸上競技場で開催さ

れました。本校からは32名の生徒が選手として参加しました。少人数な

がら健闘し、次の生徒が入賞しました。

種目 学年 氏名 

１・２年走り幅跳び １年 西山 

１・２年走り幅跳び １年 山部 

２年１００Ｍ ２年 塚越 

２年１１０ＭＨ ２年 カーンファワズ樹

１・２年走り幅跳び ２年 平松 

１・２年砲丸投げ ２年 沢目 

１・２年砲丸投げ ２年 宮澤 

２年走り高跳び ２年 丹野 

３年走り高跳び ３年 竹中 

３年走り高跳び ３年 前島 

３年走り幅跳び ３年 渡邊 

共通４×１００Ｍ 

リレー 

３年 渡邊 

米盛 

 

学芸発表会スローガン「想いよ届け

創立 70周年記念学芸発表会のスローガンが決まりました。「想いよ届け

各学級で考えた案を学芸発表会実行委員が

た。その過程で実行委員の生徒たちが、今年度の学芸発表会をどうしたいかを考え、話し合いました。

合唱コンクールの指揮者・伴奏者は夏休み中から練習を始めています。

のリハーサル、放課後練習も始まります。

るところです。創立 70周年をお祝いし、より良い四中を作ってい

にしていきましょう。 

 

 

                              

                      

                       

            

日は後期始業式を迎えます。つまり学校の1

やってくるということです。この時に前期を振り返り、後期に向けての準備をしましょう。「振り返

る」というと、十分でなかったこと、できなかったことを「反省する」ことだけを考えてしまうかも

しれません。しかし、できたこともあるはずです。そのことは自分の誇りにしましょう。また、努力

をしたけれどもできなかったことは、あと何を工夫すれば、できるようになるのかを考えましょう。

ども全く手が届かなかったことは、その目標の設定が適切だったのか検討

私たちは日々、夢や理想に向かって進んでいこうとします。その実現のためには、立ち止まって考

えることが必要なのです。折り返し地点となったこの時を意義ある時にしてください。

周年記念学芸発表会、11月3日には創立70周年記念式、記念式典が行われ

ます。後期の良いスタートとするとともに、学校の記念の日を晴れやかにお祝いしましょう。

日（木）、足立区連合陸上競技大会が舎人陸上競技場で開催さ

名の生徒が選手として参加しました。少人数な

がら健闘し、次の生徒が入賞しました。 

 記録 順位

 小百合 ４Ｍ０５ ７位

 風菜 ４Ｍ０１ ８位

 大翔 １２“２６ ７位

カーンファワズ樹 １８“９５ ８位

 響 ４Ｍ９９ ８位

 真直 ９Ｍ２５ ８位

 正男 ９Ｍ７６ ５位

 瑠花 １Ｍ２５ ８位

 海人 １Ｍ５５ ６位

 星奈 １Ｍ２５ ４位

 りか ３Ｍ９２ ７位

 りか  落合 彩羽 

 希々子 鈴木 麻友 

５７“２２ ５位

学芸発表会スローガン「想いよ届け 咲き誇れ笑顔」 

周年記念学芸発表会のスローガンが決まりました。「想いよ届け 

各学級で考えた案を学芸発表会実行委員が持ち寄って練り直し、最終的に全校生徒の投票で決めまし

た。その過程で実行委員の生徒たちが、今年度の学芸発表会をどうしたいかを考え、話し合いました。

指揮者・伴奏者は夏休み中から練習を始めています。10

のリハーサル、放課後練習も始まります。また各学年、部活動の発表も準備を進め、練習に励んでい

周年をお祝いし、より良い四中を作っていこうとする想いが届く学芸発表会

1年間の折り返し地点が

やってくるということです。この時に前期を振り返り、後期に向けての準備をしましょう。「振り返

る」というと、十分でなかったこと、できなかったことを「反省する」ことだけを考えてしまうかも

しれません。しかし、できたこともあるはずです。そのことは自分の誇りにしましょう。また、努力

をしたけれどもできなかったことは、あと何を工夫すれば、できるようになるのかを考えましょう。

目標の設定が適切だったのか検討

私たちは日々、夢や理想に向かって進んでいこうとします。その実現のためには、立ち止まって考

えることが必要なのです。折り返し地点となったこの時を意義ある時にしてください。 

周年記念式、記念式典が行われ

ます。後期の良いスタートとするとともに、学校の記念の日を晴れやかにお祝いしましょう。 
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 咲き誇れ笑顔」です。

、最終的に全校生徒の投票で決めまし

た。その過程で実行委員の生徒たちが、今年度の学芸発表会をどうしたいかを考え、話し合いました。 

10月16日からは学年ごと

また各学年、部活動の発表も準備を進め、練習に励んでい

こうとする想いが届く学芸発表会



 

 

道徳授業地区公開講座 

 9月9日（土）道徳授業地区公開講座を行いました。各学年で設定した内容項目等は次のとおりで

す。 

学年 内  容 内 容 項 目 

１年 「勇敢な少年」 ４－（３）正義、公正公平 

２年 「明かりの下の燭台」 ４－（４）より良い学校生活、集団生活の充実 

３年 「Ｖ２」 ４－（４）より良い学校生活、集団生活の向上 

すべての学級で道徳授業を公開し、保護者、地域の皆様にご覧いただいた

後、協議会を行いました。協議会に参加してくださった方からは、次のよう

なご意見をいただきました。 

「それぞれの先生方が授業の取組を工夫していた。」 

「話し合いの場面で、生徒たちが人の意見を聞いている様子に好感をもっ

た。」 

「縁の下の力持ちで目立たない人がいることを、子どもたちがわかってい

ただけたかなと思いました。集団の中の自分の役割が生かせるかがわかって

くれるとよい。」 

「正解の無い問いに対して、皆それぞれ考えていた。集団の中でどのように行動し、考えたらよい

のかについて考えを深くしたと思う。」 

授業を参観してくださった皆様、協議会に参加してくださった皆様、ありがとうございました。 

 

１年引き取り訓練 

 本校では震度5弱以上の地震等、大きな災害が起きた場合には、保護者の方に生徒を迎えに来てい

ただくことになっています。そこで毎年、1年生を対象に引き取り訓練を行っています。今年は9月

9日（土）に実施し、多くの保護者の方にご参加いただきました。 

 実際の災害の際には、保護者の方が学校に到着するまで時間がかかることや、体育館に避難できな

いことも想定されます。訓練のとおりに整然と行動できるとは限りませんが、お子様を保護者に確実

にお返しできるように毎月の避難訓練をはじめとして練習をこれからもしていきます。 
 

生徒会役員選挙 

 平成29年度後期から30年度前期に生徒会の中心となっていく

本部役員を決める生徒会役員選挙が9月22日（金）に行われまし

た。9名の生徒が立候補し、それぞれの考えを立会い演説会で発

表しました。どの生徒も自らの考えを自分の言葉で表現し、力強

く訴えることが出来ました。また応援者の生徒たちも、各立候補

者を推薦する理由をきちんと述べることができました。6名の生

徒が当選し、これから1年間の生徒会活動の中心になっていきま

す。 

当選した生徒は次のように述べています。「生徒会役員になった理由は、協力できて、みんなが過

ごしやすい学校にしたいと思ったからです。」「生徒会役員になって、今よりもさらに生徒会と生徒

が協力できるようにしたいです。」「今までの先輩生徒会役員を見習い、さらに上を目指したいです。」  

自分たちで選んだ役員に協力し、一人ひとりが生徒会の会員であるとの自覚をもって活動しましょ

う。 

 新しい生徒会本部役員は次のとおりです。１年間よろしくお願いします。 

 

２年 佐藤 千咲 １年 今  大和 

２年 馬場 皓輝 １年 西山 小百合 

２年 大塚 凜乃 １年 吉見 倭斗 

 


